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～地域の中の学校～ 

副校長 濱田 哲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～お知らせ～ 
★１０月２０日（日） 宮前公園 世界ポリオデーパレード  

 ９：３０ 開会式 

１０：１５ 宮前公園周辺 

本校金管バンドが開会式と、その後のパレードに参加します。ぜひ、子供たちの演奏

を聴きにいらしてください。また、沿道からの応援をよろしくお願いします。 

 

★１０月２１日（月） 荒川音頭集会 ８：２５～ 校庭にて 

（雨天決行：体育館にて） 

全校で荒川音頭を踊ります。今年も保護者の皆様や地域の皆様にも参加していただけ

ます。ぜひ、子供たちと一緒に踊ってください。参加していただける方は、時間までに

本校校庭におこしください。たくさんの皆様の参加をお待ちしています。 
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９月７日（土）、ＰＴＡ主催による「おぐにしまつり」が行われました。ＰＴＡ役員を中心

に、多くの保護者のご協力のおかげで、スーパーボールすくいやみずでっぽう、わなげ、制作

コーナーやターゲットシート、カローリング（床で行うカーリング）など、多様なコーナーが

設置され、３０７名の児童が楽しむことができました。尾久西 

小学校の子供たちは、「おぐにしまつり」が大好きです。 

お手伝いいただいた皆様、本当にありがとうございました。 

９月２６日（木）・２７日（金）、６年生が地域社会体験と 

して、１２の店舗や保育園、公共施設で職業体験をさせていた 

だきました。地域社会体験は、キャリア教育の一環として行っ 

ています。キャリア教育とは、「望ましい職業観・勤労観及び 

職業に関する知識や技能を身に付けさせるとともに，自己の個性を理解し，主体的に進路を

選択する能力・態度を育てる教育」のことをいいます。子供たちは職業体験を通して、働くこ

との価値や大変さ、そして、自己の個性や特性について深く考えることができました。 

地域社会体験にご協力いただいた皆様、貴重な体験をさせて

いただき、本当にありがとうございました。        

尾久西小学校の子供たちは、多くの方に支えられて、豊かな

体験や価値ある学びをさせていただき、本当に幸せです。これ

からも様々な形でご協力をお願いすることがあると存じます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 



10 月の予定 

1 火 都民の日 

2 水 午前授業 

4 金 社会科見学(4) 

7 月 学校公開週間始 委員会⑥ 

連合運動会応援集会 学校保健委員会  

8 火 安全指導 

9 水 連合運動会(6) 3h 授業 

10 木 連合運動会予備(6) セーフティ教室(2) 

11 金 学校公開週間終 セーフティ教室(5) 

14 月 スポーツの日 

15 火 荒川音頭練習集会 

17 木 避難訓練 縦割り班活動 

18 金 ワールドタイム 

20 日 【金管】ポリオデーパレード 

21 月 荒川音頭集会(PR 委員会) クラブ⑥ 

22 火 午前授業 

24 木 就学時健診 3ｈ授業 

25 金 開校記念集会 

28 月 開校記念日 

29 火 区合唱鑑賞教室(5) 

ブックフェスティバル 

 

「地域社会体験教室 ９月２６日（木）、２７日（金）」 

 ６年担任 古澤直子・片野道央・河村裕之 

 ９月２６日（木）、２７日（金）の２日間６年生が地域社会体験教室（職場体験）を行いました。近隣のお

店、保育園、公共施設などたくさんの方が受け入れてくださいました。当日は、自分が通っていた保育園を

前に「ここだ。なつかしいな。」と友達と声を弾ませていました。実施後のふり返りでは「(働く人は)簡単そう

にやっているけど、実際にしてみると難しかった。」や「最初は緊張したけど、お客さんの笑顔を見られてう

れしかった。また頑張ろうと思った。」という感想がありました。この体験を通して、働く人の工夫や努力、そ

してやりがいや喜びなどを感じ取ることができました。自分たちが育ったこの西尾久の町で、今度は自分に

何ができるのかを考えていきたいと思います。受け入れてくださった地域の皆様、貴重な学びの機会をい

ただき、本当にありがとうございました。 

「北海道広尾町農山漁村ホームステイ ８月２７日（火）、２８日（水）、２９日（木）」 

 ５年担任 末吉学・中野朱理・河村裕之 

本校 5年生の希望者を対象とした北海道広尾町でのホームステイは、2016年から始まりました。コ

ロナ禍を経て、昨年度から再開し、今年度は 54名の児童と 6名の教職員で広尾町に向かいました。 

この時期、台風１０号が日本列島に接近していました。そのため、広尾町に本当に行けるのか、また、3

日目に無事に東京に戻って来られるのかと、天気に翻弄された 3日間でもありました。 

無事に出発し、開村式で受け入れ先のホストファミリーと初対面。これからどんな 3日間になるか、期

待と不安が入り混じった顔の子供たち。それぞれの家庭で、酪農や昆布干しの体験や魚釣り、ジンギスカ

ンを広い庭で食べるなど、北海道ならではの生活や仕事を体験しました。また、2日目は広尾小学校を

訪問し、広尾小の 5年生と現地発祥のスポーツである「フロアーリング」を通して交流を深めました。こ

の交流時に NHKの取材が入りました。地域のホームステイへの関心の高さが窺えました。そして、3日

目の閉村式、あちらこちらで、ホストファミリーとの別れを惜しんですすり泣く姿の子供たちの姿を見て、絆

の深まりを感じました。23区内での生活とは異なる暮らしに触れられたことは、得難い体験だったことと

思います。 

このホームステイは、広尾町役場の方々、ホストファミリーの皆様が、１年を通して尾久西小の５年生を

受け入れる準備をしてくださったことで成り立っているのだと改めて強く感じた３日間でありました。 

各活動の様子はホームページをご覧ください。 


